
（１）市民参加の実施内容

○
案を修正しな
かった

その他

－ ホームページにて公表
計画案の修正はないものの、
計画について様々な意見を頂く
ことができた。

意見を反映した
（案を修正した）

計画内容を理会頂くため概要版を
作成・配付した。パブリックコメント

令和2年11月21日付広報で
告知

令和2年11月19日から12月
18日まで

郵送
持参
FAX
メール

令和2年11月19日～12月18
日

①市内に住所を有する
者
②市内に事務所又は
事業所を有するもの
③市内に存する事務所
又は事業所に勤務する
者
④市内に存する学校に
在学する者

個人だけでなく関連団体が関係す
る箇所について意見を聴取した。

案を修正しな
かった

その他

流山市老人クラブ連合
会

－ －
頂いた意見を計画に反映するこ
とができた。

○
意見を反映した
（案を修正した）

案を修正しな
かった

その他

○
意見を反映した
（案を修正した）

流山市老人クラブ連合
会からの意見聴取

－ － －
令和2年10月9日
ケアセンター

－

①65歳以上の市民
2,000人
②65歳以上の市民の
方で、概ね6カ月の間
に要支援・要介護認定
の更新申請・区分変更
申請に伴う認定調査に
より認定結果を受け
た、在宅で生活されて
いる方1,000人

審議会 開催日の直近の広報で告知 －

流山市福祉施策審議
会の審議資料として
ホームページにて公表
また、計画書にも記載
予定

調査結果を基に、計画策定の
基礎資料とすることができた。

○
意見を反映した
（案を修正した）

アンケート発送前と締切り前に広報
に記事を掲載し周知を図った。
アンケート実施期間中にお礼状兼
回答のお願い状を出すことで回答
率の向上を図った。
アンケート発送日にホームページで
告知し、更に告知のページにトップ
ページからのリンクを貼り、周知を
図った。

アンケート調査
①流山市高齢者等実態
調査（65歳以上の方用）
②流山市高齢者等実態
調査（在宅で要支援・要
介護認定を受けている
方へ）

令和2年1月11日付広報で告
知

令和2年1月15日から2月13日まで
郵送
持参

－

⑦委員構成 ⑧結果の公表 ⑨市民参加手続実施後の検証 ⑨意見の反映 ⑩工夫したこと ⑪その他特記事項市民参加の手法 ①開催告知日 ③募集期間 ④受付方法 ⑤開催日・場所等 ⑥対象者・人数等

概　要
令和3年度から令和5年度までの3か年における高齢者保健福祉施策、介護保険事業の在り方を示す計画を策定する。
少子高齢化や核家族化の進展、災害発生時の助け合いなど課題に対して、「自助・公助・共助」の視点で整理し地域全体で福祉活動を推進できる環境づくりを進める。
いつまでも元気で暮らせるまちづくり、安心して利用し続けられる制度など、持続可能性のある仕組みの在り方を検討する。

市民参加の
実施結果を
踏まえた担
当課の意見

・福祉施策審議会において、諮問から答申まで計7回の審議会を開催し、現行計画の評価を行うとともに、８期計画における国の基本指針に基づき、市の考え方について説明し、十分な審議が行われた。特に市民と関わりの深い認知症施策、在宅医療介護連携推進事業、介護人材確
保に関する施策、施設整備、介護保険料について市民に直接説明し、十分な意見交換が行われ理解を得ることができた。また、高齢者団体や高齢者を支える側の立場の方々の意見を取り入れ計画案の一部を修正した。

市民参加の方法を選択
した理由・実施時期（流
れ）を選択した理由

審議会：専門的な見地からの調査や審議、意見を聴取する必要があると考えたため。
パブリックコメント：素案を広く周知するとともに、素案に対する具体的な意見を聴取できると考えたため。
その他（アンケート）：3か年の長期計画であり、より多くの当事者の声を聞き取る必要があると考えたため。
その他（流山市老人クラブ連合会からの意見聴取）：関連団体からも意見を聴取する必要があると考えたため。
その他（市民説明会）：計画について市民に十分な説明を行い、その内容を周知し理解を得る機会を増やすため。

市民参加実施結果シート 結果　（途中・終了）
令和３年４月１日時点

担当課（　　介護支援課・高齢者支援課・社会福祉課　　　）

２　市民参加の手続　実施結果について

タイトル
流山市における高齢者保健福祉施策、介護保険事業の在り方を示す計画の策
定 市が考える

市民等への影響

<メリット>
・市内の高齢者や要支援・要介護者に対する調査を通じてニーズを把握し、住み慣れた地域で生活をするために必要な
サービスの推進を図る。
<デメリット>
・特になし正式名称 流山市高齢者支援計画

－

①令和2年6月30日
②令和2年7月28日
③令和2年8月28日
④令和2年9月16日
⑤令和2年10月5日
⑥令和2年10月19日

①～③ケアセンターで開催
④市役所で開催

⑤⑥流山市上下水道局で開
催

流山市福祉施策審議
会委員・18名

福祉サービスの提供を受け
る者を代表するもの2人、ボラ
ンティア団体を代表する者1
人、社会福祉法人の役員又
は職員2人、民生委員（児童
委員）1人、医師会を代表する
者1人、歯科医師会を代表す
る者1人、学識経験を有する
者1人、関係行政機関の職員

2人、市民等7人

原則、各審議会開催後
1カ月以内に議事録を
公開している。

審議の中で得られた意見を計
画書に反映することができた。

十分な審議時間を確保するために
資料を事前配付し、質疑についても
事前に受付けたうえで回答を事前
配付した。

案を修正しな
かった

その他



（２）実施された市民参加の流れ ＊継続的なもの

アンケート調査

諮問 審議 審議 審議 　審議 審議 審議・答申

意見聴取

パブリックコメント

市民説明会（２回）

市民説明会

３月８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

アンケート調査

福祉施策審議会

令和2年度

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月

パブリックコメント手続

１２月 １月 ２月
市民参加の手法

令和元年度

３月

流山市老人クラブ連合
会からの意見聴取

４月 ５月 ６月 ７月

開催にあたり、広報だけでなく自治
会長への文書による案内や民生委
員・児童委員協議会の理事会での
告知、各公共施設への案内文の掲
示を行い、市民への周知に努め
た。
より多くの方が参加できるよう市内3
会場で開催した。

市民説明会
令和2年11月21日付広報で
告知

－ －

①令和2年12月12日
10:00～11:30

② 令和2年12月12日
13:30～15:00

③令和2年12月13日
10:00～11:30

①北部公民館で開催
②東部公民館で開催
③ケアセンターで開催

全市民 案を修正しな
かった

○ その他

－ －
3会場全てで活発な意見交換を
行うことができた。

意見を反映した
（案を修正した）


